
菊川市立総合病院正面玄関エントランスホールに、今年も七夕飾りの笹竹が設置されました。
毎年、近隣宅からご厚意で笹竹をいただき、精神科デイケアのリハビリプログラムとして飾りつけ、
設置しているものです。
外来受付窓口に短冊が置かれ、みなさんに願いを記入してもらいました。

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

発行：菊川市立総合病院
〒439-0022 静岡県菊川市東横地1632番地
TEL：0537-35-2135（代） • FAX：0537-35-4484 
URL https://www.kikugawa-hosp.jp

▲菊川病院HP

HOSPIA
News from Kikugawa Hospital 

July
2025 

令和７年７月17日発行 No.106きくがわ病院だより



　私は、昨年度感染管理特定認定看護師資格を取得し、
本年度より病棟と感染管理の兼任業務に従事しています。
　感染症と言えば、新型コロナウイルスによるパンデミックが記憶に新しいと思います。医療機関
では専用病床の確保や、罹患患者への対応マニュアルの作成などに追われました。地域では、緊急
事態宣言による外出の自粛、マスク不足とそれに伴う無料配布、無償でのワクチン接種など、さま
ざまな出来事が思い返されます。当時、経済対策事業規模が総額293兆円（国内総生産の54％）と
の報道を耳にし、人々への健康被害や経済への影響など、感染症の恐ろしさを実感したことが資格
取得へのきっかけとなりました。
　新型コロナウイルス感染症に関しては、本年4月に１つの医療機関あたりの平均報告数が1.0件を
下回ったとの報道があり、一つの区切りをむかえたかなという思いにもなりました。しかし、感染
症との戦いはこれで終わりではありません。
　現在は薬剤耐性菌の脅威が迫っています。薬剤耐性菌とは、抗菌薬に耐性を持つようになった細
菌で、もともと効果のあった薬が効かなくなることを言います。薬剤耐性菌は感染症治療を難しく
し、重症化や死亡の原因につながる可能性があります。この薬剤耐性菌に対し、なにも対策を行わ
なかった場合、2050年には世界全体での年間死亡者数が1000万人を超え、がんによる死亡者を上回
ると推測されています。「肺炎や尿路感染など感染症を発症したら、投薬を行い治療する」という
当たり前が、当たり前でなくなってしまう日常が目の前に迫っているのです。
　薬剤耐性菌対策には、１，抗菌薬の適正使用（不必要な抗菌薬の処方を行わない、医師の指示を
守り必要量を最後まで飲みきる）、２，手洗い・手指消毒の徹底、３，薬剤耐性菌について正しい知
識を身につけることなどがあげられます。「え？それだけ？」と思う方もいらっしゃると思います。
感染予防・対策というと、「特効薬やワクチンの開発！」「超高性能フィルターの普及！」「紫外線
照射装置による殺菌！」など、とても大がかりな対応が必要であると思いがちです。しかし実際
は、医療従事者もそうでない方も、手指衛生や
咳エチケットなど、それぞれができる「小さな
事」を積み重ねていくことが重要で、この積み
重ねが最終的に大きな成果に変わる物であると
考えています。
　今後は、専門知識を持つ医療職者として、院
内での感染対策の質の向上はもちろんですが、
地域の皆様と関わり感染予防への関心の輪を広
げ、ともに成長していきたいと考えています。

認定看護師のご紹介

（地域の皆さまと学ぶ会　講話）

感染管理特定認定看護師　小﨑雅也
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特定健診（国保・高齢者）
菊川市、掛川市、御前崎市の国民健康保険加入者の特定健康診査及び後期高齢者健康診査を実施しています。
（※但し、旧御前崎町地区にお住まいの方は、御前崎市役所で手続きが必要です。）
⃝日　時：予約制。５月～翌年２月。当院への定期通院のない方は8時30分,11時00分,13時30分
　　　　　となります。電話または窓口でご予約ください。
⃝持ち物：マイナンバーカードまたは保険証、特定健診の受診券
　　　　 （各市から青い封筒で送られてきたもの）
※ 検査のために食事を摂らないようにご案内する場合があります。 予防接種・健診

在宅医療（訪問診療）
通院が困難な患者さまのご自宅へ医師･看護師等が訪問して診療します。ご自宅での療養生活を支援しています。
⃝訪問診療可能な地域：菊川市内全域。

菊川市外は家庭医療センターから10キロ以内（旧大東町地区と旧浜岡町地区は全域可能）。
⃝お 問 い 合 わ せ：当院へ定期通院中の方は、主治医または看護師にご相談ください。

菊川市立総合病院へ通院/入院している方は、病院の医師または看護師、地域医療支援課へ
ご相談ください。
その他の医療機関へ通院の方もお気軽にご相談ください。

⃝お 支 払 い：外来通院と同様に医療保険が適用されますが、別途 交通
費がかかります。
費用は訪問診療月の翌月の10日以降に窓口で現金にて
お支払いをお願いします。 在宅医療 在宅ケアについて

【お問い合わせ先】　菊川市家庭医療センター　電話：0537-73-2267
　　　　　　　　　　　〒437-1507　静岡県菊川市赤土1055-1
　　　　　　　　　　　月曜日から金曜日 ８時15分〜11時30分／13時00分〜16時30分

菊川市家庭医療センター（あかっちクリニック）
を利用してみませんか？

予防接種（ワクチン）
⃝接種可能なワクチン：小児の定期接種ワクチンなど各種、帯状疱疹ワクチン
　　　　　　　　　　　成人肺炎球菌ワクチン、インフルエンザ（10月～翌年1月）
　　　　　　　　　　　新型コロナ（10月～翌年1月(予定)）
⃝日　時：予約制。電話または窓口でご予約ください。
⃝持ち物：定期接種の場合は各市から配布された予診票
※ ワクチンの発注・管理の都合上、予約から接種まで10日程度必要です。
　 帯状疱疹ワクチンは、組み換えワクチン・生ワクチンのいずれも受け付

けております。（令和7年4月から高齢者の定期予防接種になりました）
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付
時
間
は
各
診
療
科
・
曜
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、原
則
8：
0
0
～
11：
0
0（
土
、日
、祝
日
は
休
診
）で
す
。

必
ず
各
診
療
科
の
特
記
事
項（
表
の
最
右
欄
）で
確
認
し
て
下
さ
い
。

菊
川
市
立
総
合
病
院
　
令
和
７
年
７
月
の
外
来
診
療
担
当
医
表令
和
７
年
6
月
30日
現
在



菊　　川　　市　　立　　総　　合　　病　　院

区
　

分
　

月
　

火
水

木
金

特
記

事
項

内
科

午
前

初
　

診
富

田
雄

一
朗

△
熊

澤
あ

ず
美

冨
永

宏
睦

望
月

優
作

△
美

﨑
昌

子

・内
分

泌
・呼

吸
器

・腎
臓（

火
曜

日
以

外
）内

科
の

初
診

は
、

当
日

、
初

診
担

当
医

師
が

診
察

い
た

し
ま

す
。

石
橋

る
り

△
岩

泉
守

哉
△

江
上

貴
俊

金
子

雅
直

  
肥

爪
海

斗

再診

消
化

器
肥

爪
海

斗
二

見
　

　
肇

石
橋

る
り

石
橋

る
り

二
見

　
　

肇
金

子
雅

直
内

分
泌

△
山

下
 

美
保

△
釣

谷
 

大
輔

呼
吸

器
△

古
橋

一
樹

△
井

上
裕

介

循
環

器
冨

永
宏

睦
松

本
有

司
松

本
有

司
冨

永
宏

睦
富

田
雄

一
朗

△
熊

澤
あ

ず
美

望
月

優
作

△
熊

澤
あ

ず
美

血
液

杉
本

雄
哉

初
・再

腎
臓

髙
橋

　
　

聡

午
後

再
診

専
門

診
療
循環

熊
澤

あ
ず

美
内分

山
下

美
保

血液
杉

本
雄

哉
呼吸

井
上

裕
介

内分
釣

谷
大

輔
午

後
≪

完
全

予
約

制
≫

（ペースメーカー外来）
腎内

髙
橋

　
　

聡
消

化
器

健
診

外
来

リ
ウ

マ
チ

科
午

前
予

約
制

△
小

川
法

良
事

前
問

合
せ

小
児

科
 午

前
初

 ・
 再

診
△

大
山

伊
吹

中
島

隼
也

中
島

隼
也

△
増

永
陽

平
中

島
隼

也
※

ワ
ク

チ
ン

は
ど

の
曜

日
で

も
　

接
種

可
能（

事
前

予
約

制
）

★（
水

）午
後

の
最

終
週

の
み

　
大

山
医

師
が

診
察

し
ま

す
。

(金
)神

経
外

来
 11日

午
後

初
・

再
診

／
特

殊
外

来
（

予
約

制
）

心
身

医
療

外
来（

初
診

）
13:00～

 乳
児

健
診

心
身

医
療

外
来

心
身

医
療

外
来（

第
1・3週

）

中
島

隼
也

△
増

永
陽

平
★

中
島

隼
也

中
島

隼
也

神
経

外
来（

第
２・４週

）
△

鈴
木

輝
彦

外
科

 午
前

初
　

診
△

大
林

未
来

内
山

　
 

隆
中

村
光

一
中

村
光

一
・初

診
受

付
は

、（
月

・水
・木

・金
）

  8:00～
10:00

・（
火

・金
）の

内
山

医
師

の
再

  診
は

、
完

全
予

約
制

・乳
腺

外
来

 （
水

）
  受

付
9:00～

11:00
※

乳
腺

初
診

電
話

予
約

　
15:00～

16:30

△
西

脇
大

貴
△

武
田

　
　

真
（

10:00～
11:00）

再
診

内
山

　
　

隆
内

山
　

　
隆

内
山

　
　

隆
内

山
　

 
隆

（
完

全
予

約
制

）
（

完
全

予
約

制
）

中
村

光
一

中
村

光
一

特
殊

外
来

乳
腺

外
来

△
髙塚大輝（第1・２・5週）

△
小泉　圭（

第
3・４週

）
処

置
△

大
林

未
来

午
後

予
約

制
静

脈
瘤

外
来（

偶
数

週
）

心
臓

外
科

午
後

予
約

制
△

岡
本

一
馬（

第
２週

）
再

診
予

約
の

み

整
形

外
科

 午
前

初
　

　
診

桐
木

健
太

郎
植松駿一（第1・3・5週）

△
村

上
裕

樹
柿

沼
絵

里
加

村井玲那（第1・3・5週）
・初

診
受

付
8：

00～
10：

00
  （

予
約

診
は

除
く

）
セ

ン
タ

ー（
ス

ポ
ー

ツ
・膝

肩
関

節
）：

（月・木）午前＜紹介または予約制＞
<装

具
>

AM
→

Ｃ
Ｋ

Ｂ
 (月

)、
(木

)
PM

→
(月

)テ
ク

ノ
、

(水
)松

本
義

肢
センター（スポーツ）：（月・水）午後 
＜初診受付時間1４:00～16:00
※当日受付可＞
乳児股関節外来 1２:30～＜予約制＞

飛
鳥

井
光（

第
２・４週

）
植

松
駿

一（
第

２・４週
）

再
　

　
診

阿部雅志（膝肩センター初診）
飛鳥井光（第1・3・5週）

中
村

光
志

阿部雅志《再診・コンサル》
南

波
光

洋
村

井
玲

那
柿

沼
絵

里
加

飛
鳥

井
光

南波光洋（膝肩センター初診）
村

井
玲

那（
第

２・４週
）

中
村

光
志

村
田

英
之

植
松

駿
一

△
相馬朋子《乳児股関節外来》

桐
木

健
太

郎
特

殊
外

来
装

　
具

装
　

具

午
後

特
殊

外
来

セ
ン

タ
ー

(ス
ポ

ー
ツ

)・装
具

セ
ン

タ
ー

(ス
ポ

ー
ツ

)・装
具

再
　

　
診

中
村

光
志

植
松

駿
一

桐
木

健
太

郎
阿

部
雅

志
南

波
光

洋
飛

鳥
井

光
村

井
玲

那
柿

沼
絵

里
加

ペ
イ

ン
 

ク
リ

ニ
ッ

ク
午

前
予

約
制

木
村

　
　

健
2

F
麻

酔
科

診
察

室

泌
尿

器
科

 午
前

初
  ・  再

  診
初

診
は

原
則

紹
介

の
み〈

事
前

予
約

〉
（火）1４:00～16:00、（木）13:30～15:30

午
後

初
  ・  再

  診
△

田村啓多1４：00～16：00
△

鈴木泰介13：30～15：30

形
成

外
科

午
後

予
約

制
△

瀧口徹也（第1・3・5週）
電

話
予

約
受

付
15:00～

16:30
初

診
受

付
要

電
話

予
約

△
酒

井
梨

穂（
第

２・４週
）

産
婦

人
科

 午
前

①
診

△
平

井
久

也
△

平
井

久
也

△
平

井
久

也
△

柴
田

俊
章

城
向

　
　

賢
マ

ザ
ー

ク
ラ

ス
前

期
　

第
2

月
曜

日
②

診
山

田
智

子
城

向
　

　
賢

城
向

　
　

賢
山

田
智

子
山

田
智

子
マ

ザ
ー

ク
ラ

ス
後

期
　

第
3

火
曜

日

午
後

特
殊

外
来

母
乳

外
来

母
乳

外
来

母
乳

外
来

母
乳

外
来

母
乳

外
来

母
乳

外
来

希
望

の
方

は
当

日
婦

人
科

を
受

診
し

て
く

だ
さ

い
①

診
△

平
井

久
也

△
平

井
久

也
△

平
井

久
也

城
向

 　
賢

②
診

山
田

智
子

　
城

向
　

　
賢

城
向

　
　

賢
山

田
智

子
山

田
智

子
午

後
≪

完
全

予
約

制
≫

耳
鼻

咽
喉

科
午

前
初

  ・  再
  診

△
佐

原
聡

甫
△

瀧
澤

義
徳

皮
膚

科
 午

前
初

  ・  再
  診

△
森

本
広

樹
／

△
影

山
玲

子
△

小
倉

康
晶

△
鈴

木
健

晋
（月）森本Dr 7日 /島内Dr 1４日、２8日
（木）3日、17日、31日

△
島

内
隆

寿
（奇数週のみ）初診は～10:30まで

精
神

科
 午

前
初

  ・  再
  診

大
城

／
大

津
望

月
英

樹
大

津
　

　
団

海
野

　
　

周
大

城
将

也
大

城
将

也
望

月
英

樹
大

津
　

　
団

海
野

　
　

周
＜

初
診

予
約

制
＞

初
診

受
付

要
電

話
予

約
15:00～

16:30
△

田
中

　
　

徹
△

長
谷

川
美

沙
紀

健
診

セ
ン

タ
ー

予
約

制
久

保
田

修
石

橋
る

り
△

三
野

暢
哉

二
見

　
　

肇
△

森
　

　
泰

希

家庭医療センター

区
　

分
　

月
　

火
水

木
金

特
記

事
項

内
科

心
療

内
科

小
児

科
整

形
外

科
皮

膚
科

午
前

初
  ・  再

  診
城

向
　

　
賢

稲
葉

史
明

小
幡

健
太

松
田

真
和

稲
葉

史
明

小
幡

健
太

松
田

真
和

潘
 　

鎮
敬

稲
葉

史
明

津
田

　
　

司
稲

葉
史

明
津

田
　

　
司

潘
　

　
鎮

敬
小

幡
健

太
受

付
8:15～

11:00

午
後

初
  ・  再

  診
城

向
　

　
賢

潘
鎮

　
　

敬
小

幡
健

太

松
田

真
和

金
田

　
　

舜
津

田
　

　
司

潘
 　

鎮
敬

小
幡

健
太

松
田

真
和

潘
　

　
鎮

敬
稲

葉
史

明
受

付
13:00～

16:30
毎

週
木

曜
PM

休
診

予
約
・
お
問
合
せ
先

T
E

L
 0

5
3

7
-3

5
-2

1
3

5
（
代
表
）

F
A

X
 0

5
3

7
-3

5
-4

4
8

4
地

域
医

療
支

援
課

／
TEL 0537-35-2344・

FAX 0537-35-2843
健

診
セ

ン
タ

ー
／

TEL 0537-36-5585
家

庭
医

療
セ

ン
タ

ー
／

TEL 0537-73-2267・
FAX 0537-73-5557

●
医
師
の
異
動
な
ど
に
よ
り
、予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
予
約
変
更
時
間
　
15
:0
0
～
16
:0
0
　
（
各
科
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
入
院
患
者
さ
ま
面
会
時
間
　
14
:0
0
～
17
:0
0

●
「
△
」
印
は
非
常
勤
医
師
を
表
し
ま
す
。

●
緊
急
手
術
や
、学
会
等
へ
の
出
席
の
た
め
、担
当
医
師
の
変
更
や
休
診
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
他
の
医
療
機
関
か
ら
当
院
へ
受
診
さ
れ
る
方
は
紹
介
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
泌
尿
器
科
に
つ
い
て
は
紹
介
状
に
よ
る
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。(診

療
枠
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
）

●
11:0

0
以
降
の
時
間
内
救
急
は
担
当
者
が
状
態
を
お
聞
き
し
た
上
で
緊
急
を
要
す
る
方
の
み
診
療
と
な
り
ま
す
。



� ほすぴあ版 ミニ健康講座

膵
すい
臓
ぞう
の役割と病気について

内科（消化器）　金子 雅直

膵臓とは
　膵臓はみぞおちから少し下がったあたりの、ちょうど
胃の裏側に横たわるようにあります。膵臓は胃や十二指
腸など多くの臓器に囲まれていますが、それ以外にも重
要な太い血管（動脈と静脈）に近接しています。膵臓の
働きは、消化酵素（膵液）を膵管から送りだして食物の
消化と吸収を助けること、ホルモン（インスリンなど）
を作りだして、血糖値の調節をすることです。

膵臓がんとは
　膵臓がんは小さい時には特徴的な症状が出にくく、早
期発見がとても難しいがんです。進行してくると、体重
減少、食欲不振、黄疸（おうだん：目や体が黄色くなる）、
腹痛、背中の痛みなどが起こります。他に、急に糖尿病
となることや、糖尿病が悪化することがあります。また、
膵臓がんは進行が速く、他のがんと比較して予後が不良
ながんです。

膵臓がんの診断
　血液検査を行い、膵酵素（アミラーゼ、リパーゼ）や
胆道系酵素（アルカリフォスファターゼ、γ-GTP）、腫
瘍マーカー (CEA, CA19-9)の上昇を確認します。腹部超
音波や造影CT、MRIなど画像検査を用いて、がんを発
見します。疑わしい病変が見つかった時は、超音波内視
鏡（先端に超音波が装着された内視鏡）や膵管造影検査
（内視鏡で膵管に細いカテーテルをいれる検査）を行い、
がんの一部を生検することで確定診断をします。

膵臓がんのリスク
　糖尿病の方や膵炎になったことがある方、膵嚢胞（す
いのうほう：膵臓内の水成分でできた袋状のもの）があ
る方、喫煙や多量飲酒の方、家族に膵癌や膵炎になった
ことがある方は、膵癌の発症リスクが高くなります。ま
た、年齢では50歳代からリスクが高まり、その後は高齢
になるほど発症のリスクは高くなります。
健康診断や人間ドックで、検査値の異常があったときや、
症状があるときには、早期発見のために早めの病院への
受診をお勧めします。
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コメディカル通信��

血液培養ってなぜするのか知っていますか？

臨床検査科　中田 有哉

血液培養とは血液の中に細菌やカビなどばい菌がいないかを調べる検査です。

以上のように血液培養は病気を早く適切に治療するためにとても重要な検査のひとつです。

どんな時に血液培養を行うの？

　高い熱が続く、患者の症状から感染症が疑われるとき、肺炎や尿路感染症が悪化し血液に細菌が
入ってしまった可能性がある場合や敗血症などの重度の感染症が疑われる場合など感染症が悪化し
たときに行います。

血液培養をすると何が良いの？

・細菌が血液中にいると感染症が重症化してしまう可能性があるため、早く細菌を見つけ出し治療
する事ができます。

・感染症の原因となっている細菌の種類を特定することができます。
・細菌の種類がハッキリとすることで細菌に効く薬をピンポイントで使用することができます。

どうやって検査するの？

１．注射器で血液を採ります。
２．血液を細菌が育ちやすい液体が入ったボトルに入れます。
３．ふ卵器（細菌が育ちやすい温かい環境）で数日間育てます。（培養）
４．血液の入ったボトル内で細菌が育つ

と陽性（＋）となり、細菌の種類や
薬への効き目を調べる検査へと移り
ます。

５．結果が出るまでは早くて１～２日、
長いと５日以上かかり７日目まで細
菌が見られない場合は陰性（－）と
します。
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地域連携つうしん（医療機関向け）
　地域連携・福祉相談係では、近隣開業医、近隣病院向けに「地域連携つうしん」を発行して
います。当院の特徴ある診療内容や新しい機器の導入、更新情報などを発信しております。
　今回の特集内容は、令和７年６月号「下肢動脈疾患（LEAD）～当院での診療・治療について～」
です。ご興味のある方は、ぜひご覧ください（右記から閲覧できます）。

令和７年６月号

■ 特定技能「介護」制度を利用した
　 看護補助者の採用について

　当院では、入院患者の食事・入浴介助や、ベット周りの清潔
管理を行う看護補助者の安定した確保と人材不足解消のた
め、厚生労働省『特定技能「介護」』の制度を利用し、一定の専
門性・技能を有する人材をインドネシアから採用することとな
りました。
　令和７年９月から特定技能看護補助者として2名が病棟で勤
務いたします。
　ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

■ ３階東病棟改修工事のお知らせ
　当院では、６月から10月ころまでの期間、入院療養環境の向上を目指して、3階東病棟の車イストイレ、シャ
ワー室の増設工事を行います。工事では大きな音や振動が発生する作業があり、皆様には大変ご迷惑をお掛け
しますが、何卒ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先  病院総務課　電話：053７-35-3104

■ おめでとうございます
　２0２5（令和7）年４月２9日付の春の叙勲受章者が
発令されました。
　長年にわたり、看護業務に
寄与された功績が認められ
ました。
　謹んでお祝い申し上げます。
瑞宝双光章

市 川  幸 子  さん
元菊川市立総合病院副院長兼看護部長

■ 令和7年度  看護部インターンシップのお知らせ
　看護の現場を実際に体験することで、当院の雰囲気や看護について、イメージできると思います。ぜひ、ご参加ください。
体 験 部 署  急性期病棟、地域包括ケア病棟、回復期病棟

 体験したい部署がありましたら事前にお知らせください。
 希望がない場合は、こちらで振り分けをさせて頂きます。
開 催 日  8月２6日（火）・２9日（金）・9月２日（火）・5日（金）
時 間  8時30分から16時までを予定
会 場  菊川市立総合病院
内 容  病棟看護体験、体験後の感想文、開催担当者と質疑・応答

 ＊持ち物：白衣・ナースシューズ・筆記用具・メモ帳・昼食・マスク等
申し込み方法  メール（info@kikugawa-hosp.jp）もしくは 電話：0537-35-２135
申し込み内容  住所・氏名、連絡先（携帯電話、固定電話）、在籍学校、希望病棟
申 込 期 間  令和7年8月8日（金）まで

■ 産科分娩の休止について
　当院では経営改善の一環として、令和８年度以降の産
科分娩の取扱いを休止させていただくことになりました。
外来診療については今後も継続します。市民の皆さまに
はご不便をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願い
いたします。
問い合わせ先  経営企画課　電話：053７-35-213７

当院よりお知らせ

｟今後の体制｠
下記の方について受け入れが可能となります
分 娩 出産予定日が令和８年2月２8日までの方
婦人科手術 施術が令和８年3月末までの方
妊 婦 健 診 継続　※分娩は他院となります

外来診療、子宮がん検診やワクチン接種は継続します


